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今月の納期限
5月31日㈭

施
設
な
る
生た

つ
き活
に
よ
う
や
く
馴
れ
し
か
母
　
帰
る
わ

れ
ら
の
後
を
追
わ
ざ
る 

鈴
木
　
一
満
（
八
筋
川
）

コ
ン
ビ
ニ
を
さ
つ
と
出
で
来
て
然さ

り
げ
な
く
ド
ア
を

押
さ
え
て
呉
る
る
若
者 

嶋
田
　
武
夫
（
下
飯
田
）

色
あ
せ
し
日
め
く
り
一
枚
見
出
で
た
り
眼
底
手
術
受

け
し
記
念
日 

長
嶋
　
理
子
（
高
萩
）

み
ち
の
く
の
少
女
も
混
じ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
潮
の
香

り
と
笑
顔
配
り
ぬ 

奥
村
　
利
夫
（
一
ノ
分
目
）

歌
の
会
を
終
え
て
急
ぎ
し
夕
ま
ぐ
れ
夫つ

ま

炊
き
く
れ
る

味
噌
汁
匂
う 

大
橋
　
と
き
（
沢
）

兵
送
り
遺
骨
迎
え
に
幾
た
び
も
来
た
る
駅
舎
の
建
て

替
え
ら
る
る 

関
　
い
さ
お
（
三
島
）

評
・
新
装
成
っ
た
駅
舎
を
前
に
し
た
感
慨
。
87
歳
の
作
者
に
と
っ
て
以
前
の

駅
舎
は
、
戦
時
の
悲
喜
こ
も
ご
も
の
思
い
出
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
殊
に
幾
度

も
兵
を
送
り
遺
骨
を
迎
え
た
悲
愁
は
深
い
感
銘
を
与
え
る
。

大
地な

震ゐ

に
崩
れ
し
土
手
の
陽
炎
へ
る

 

太
田
　
正
彦
（
富
田
）

陣
笠
の
忠
敬
像
に
花
吹
雪

 

関
　
い
さ
お
（
三
島
）

春
の
日
の
地
図
の
中
な
る
独
り
旅

 

奥
村
　
利
夫
（
一
ノ
分
目
）

天
職
と
気
張
り
て
老
い
の
田
植
か
な

 

宮
崎
　
弘
（
白
井
）

山
里
の
ひ
と
足
遅
き
桜
か
な

 

多
田
　
た
け
（
大
倉
）

城
山
の
桜
吹
雪
や
句
碑
ひ
と
つ

 

小
松
原
　
忠
（
府
馬
）

評
・
昨
年
の
三
月
の
大
地
震
は
未
曽
有
の
被
害
だ
っ
た
。
そ
の
復
興
は
ま
だ
時
間

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
利
根
川
の
堤
防
の
被
害
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
陽
炎

の
中
に
芽
生
え
た
タ
ン
ポ
ポ
や
土
筆
に
一
刻
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら

か
と
、本
名
、住
所
、電
話
番
号
を
記
入
し
、〒
2
8
7

‐
8
5
0
1　
広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短

歌
」の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、

翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ

り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

文
芸
作品募集

香
取
歌
壇
稲
村
　
恒
次
選

香
取
俳
壇
増
田
　
斗
志
選
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香
取
市
を
含
む
利
根
川
下
流
域

は
縄
文
時
代
に
多
く
の
貝
塚
が
つ

く
ら
れ
、
全
国
有
数
の
貝
塚
地
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

的
に
著
名
な
貝
塚
も
少
な
く
な
い

こ
と
は
、
本
紙
で
も
何
度
か
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
白
井
地
区
に
あ
る
白
井
大
宮
台

貝
塚
は
、
標
高
44
ｍ
の
台
地
平
坦

部
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
斜
面
に
あ

り
、
斜
面
部
に
は
4
地
点
の
貝
層

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
貝
層
ご
と
に
白
井
大

宮
台
貝
塚
・
白
井
雷い

か
づ
ち

貝
塚
・
白

井
通か

よ
い

路じ

貝
塚
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
貝
層
は
、

台
地
上
の
同
一
集
落
か
ら
捨
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
は
一

つ
の
貝
塚
と
し
て
、
白
井
大
宮
台

貝
塚
と
総
称
し
て
い
ま
す
。

　
記
録
に
残
る
最
初
の
発
掘
調
査

は
、
明
治
29
年
の
東
京
帝
国
大
学

（
現
在
の
東
京
大
学
）
に
よ
る
調

査
で
、
昭
和
2
年
に
は
大
山
史
前

学
研
究
所
が
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
20
年
代
に
は
、
利
根
川
下

流
域
の
貝
塚
調
査
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
た
早
稲
田
大
学
の
西
村

正
衛
教
授
が
本
格
的
な
発
掘
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄

文
時
代
中
期
前
半
の
土
器
が
層
位

的
に
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
時
期
の
土
器
の
変
遷
過
程
を
解

明
す
る
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
貝
層
の
厚
さ
が
4
ｍ
以
上
に

及
ぶ
こ
と
が
確
認
さ
れ
、「
貝
殻

の
莫
大
な
堆
積
に
注
目
さ
せ
ら
れ

た
」
と
報
告
書
の
中
で
西
村
教
授

は
述
べ
て
い
ま
す
。
長
い
年
月
に

わ
た
り
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
貝
を

捕
食
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
3
年
に
は
、
千
葉
県
文
化

財
セ
ン
タ
ー
が
、
縄
文
人
の
居
住

域
と
考
え
ら
れ
る
台
地
平
坦
面
を

調
査
し
て
い
ま
す
。
部
分
的
な
調

査
で
し
た
が
、
小し

ょ
う

竪た
て
穴あ

な
と
呼
ば
れ

る
遺
構
が
見
つ
か
り
、
埋
葬
さ
れ

た
人
と
犬
の
骨
が
出
土
し
ま
し
た
。

食
糧
貯
蔵
用
で
あ
っ
た
穴
を
墓
に

転
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

犬
は
、
猟
犬
と
し
て
縄
文
人
に

と
っ
て
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ

た
ら
し
く
、
時
に
は
人
と
一
緒
に
、

ま
た
は
近
く
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
(50)
1
2
2
4

「
白し
ら
井い

大お
お
宮み
や
台だ
い
貝
塚
」

縄
文
中
期
の

　
　
　
代
表
的
貝
塚

Vol.72

▲貝塚遠景（平成3年撮影）と、埋葬された人と犬（左下）▲貝塚遠景（平成3年撮影）と、埋葬された人と犬（左下）

【お詫びと訂正】
　5月1日号5ページの平成
24年度当初予算の記事で、
円グラフ中の予算総額を
344億4千万円と記載しま
したが、334億4千万円の
誤りでした。お詫びして訂
正いたします。

　
皆
さ
ん
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
は
ど
う
過
ご
さ
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
う
ち
は
例
年
田
植
え

で
す
が
、今
年
も
田
植
え
で
し
た
。

　
初
日
、
全
力
で
苗
運
び
な
ど
を

や
っ
て
い
た
ら
、
次
の
日
、
猛
烈

な
筋
肉
痛
に
な
り
ま
し
た
。
普
段

全
く
運
動
を
し
て
い
な
い
の
で
、

当
た
り
前
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
は
運
動
し
て
も

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
思
い
ま

し
た
。 

（
Ｅ
）

　平成24年度家庭・学校・地域連携推進
事業の第1回目の学習会として、フリー
キャスターの宮

みや
田
た
佳
か
代
よ
子
こ
さんを迎え、教育

講演会を開催します。
　教育講演会は、「育てる」基本となる「ひ
とり一人を尊重する」意識を高め、思いや
りや命の大切さの理解を深めるために行っ
ています。
■日時　5月19日㈯　14時～16時　開場
13時30分
■場所　佐原文化会館
■入場料　無料
■内容　「今こそ育てたい、子どものコミュ
ニケーション能力」～親が変われば、子ど
もも変わる～
■講師　宮田佳代子氏（フリーキャスター・
城西国際大学非常勤講師）
　より良い親子関係を築くために、幼児期
から「コミュニケーション能力」を育てる
ことの大切さを訴えかけます。
※手話通訳・託児サービスがあります。駐
車場には限りがありますので電車などの公
共交通機関をご利用ください。講演前に、
家庭・学校・地域連携推進事業の合同開級
式を行います
問生涯学習課 ☎(50)1224

家庭教育講演会
～コミュニケーションのすすめ～
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